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あきらめて 東京 駅から 鶴 見 行の 切符 を 買った。 この 

電車の 乗客 はわず かで あつたが、 その 中で 一人 かなり 

の 老人で 寝 衣の ような もの を 着て 風呂敷 包 を さげた の 

が、 乗った と 思う ともう すぐに 有 楽 町で 下りた。 これ 

はどうい う 訳 だか 私に は 不思議に 思われた。 事に よる 

と 7 J の 人 は 東京 駅員で 昨夜 当直 をした のが 今朝 有 楽 町 

辺の 宿へ 帰って 行く ので はない かとい う 仮説 を こしら 

えてみ た。 そう 云えば 新橋で 下りる 人 も かなりあった 

これ もどう いう 人達 か 見当が 付かない。 

汚い なり をした、 眼の しょ ぼしょ ぼした 干からびた 

婆さんと、 その 孫 かと も 見える 二十歳く らいの、 大き 



まだ 見た 事の ない 総 持 寺の 境内へ はいって みた。 左 

の 岡の 中腹に 妙な 記念碑の ような ものが いくつ も 立 つ 

ている のが、 どういう 意味 だか 分らない。 分らない が 

非常に 変な 気持 を 与える ものである。 

暑くな つたから 門 内の 池の 傍の ベンチで 休んだ。 ベ 

て^ぽう せん 

ンチに 大きな 天 保 銭の 形が くっつけて ある。 これ はい 

わ ゆる 天 保 銭 主義と 称する 主義の 宣伝の ために ここに 

寄附され たもの らしい。 

絵で も 描く ような 心 持が さっぱり なくな つ てし ま つ 

たので、 総 持 寺 見物の つもりで 奥へ はいって 行った。 

花崗岩の 板 を 贅沢に 張りつ めた ゆるい 傾斜 を 上りつ め 



かんきゅう 

の 一角に、 「屋根の ある 棺柩」 とで も 云いたい ような 

建物が ぼつぼつ 並んで いる。 そして やはり 干からびた 

ミ ィ ラ 

木乃伊の ような 人物が 点在して いる。 何と 云って いい 

か 分らない が、 妙に きらきら 明るくて いて、 それで 陰 

気な おどろお どろし い 景色で ある。 dismal と か 

weird とか 何 かしら そんな 言葉で、 もっと 適切な 形容 

詞が ありそうで 想い出せ ない。 

ぼう だ い 

総 持 寺の 彪大な 建築 や 記念碑 を 見廻した 時に 私 を 

襲った 感じが、 どういう もの かこの ケンプ エルの 挿絵 

の 感じと 非常によ く 似て いた。 

くぼち 

摺鉢 形の 凹地の 底に 淀んだ 池 も 私に はかな リグ ル— 



ミ— な ものに 見えた。 池の 中島に ほうけ 立った 草 も そ 

みぎわ 

うであった。 汀から 岸の 頂まで 斜めに 渡した コンク 

リ ー トの 細長い 建造物 も 何の 目的と も 私に は 分らない 

だけに さらに そういう 感じ を 助長した。 

ずっと 裏の 松林の 斜面 を 登って 行く と、 思いがけな 

く 道路に 出た。 そこに 名高い 花 月 園と いう ものの 入口 

たにま 

があった。 どんなに か 美しい はずの こん もりした 渓間 

ぶき 

に 、 ゴ タゴ タ と 妙な 家 の ， J けら 葺 の 屋根が 窮屈そう に 

押しあって いるの を 見下ろして、 なるほどこう したと 

ころ かと 思った。 

西の方へ 少し 行く と、 はじめて 自然の 野が あって 畑 



唱歌の ように 思われる かもしれ ない。 もしそう であれ 

げどく ざ い 

ば、 それだけ かえって 必要な 解毒剤 かもしれ ない。 

管絃の プログラムが 終る と、 しばらくの 休憩の 後に 

舞楽が 始まった。 

一番 目 は r 賀殿」 というの であった。 同じ 衣装 をつ 

けた 舞 人が 四 人出て、 同じような 舞 を まう ので あるが、 

これ もちよう ど 管弦楽と 全く 同じように やはり 一 種の 

雰囲気 を 醸 出す る 「運動の 音楽」 であるよ うに 思われ 

た。 外の 各種の 舞踊に 表われる ような 動的 エネ ルギ— 

の 表出はなくて、 すべてが 静的な 線と 形の 律動で ある 

ように 思われた。 



えて ポ ー ァ/^ と 云って いるの が 気になる ので、 それ 

だけ は 訂正して おいた。 

ボ— ァの 理論の 始めて 発表され たの は 一 九 一 三年で 

あつたから、 もうち ようど 一と 昔 前の 事で ある。 その 

説 はすぐ に 我 邦の 専門家の 間に も 伝えられ、 考究され、 

紹介され、 応用 もされて いた。 今日 物理学に 興味 を も 

つ 人で ボ ー ァの 名前と その 仕事の 一 般を 知らない 人 は 

おそらく 一 人 もない はずで ある。 

ところが これほど 専門家の 目に は 顕著な 人物の 名前 

が 「世間」 という ものの 人名簿に は 今日と いう 今日 ま 

で どこに も かいてなかった。 それが ノ ー ベル 賞の 光環 



のクリ テイク を 講演 させた としたら どうで あ つたろう _ 

それ は 少しも 可笑しく はない かもしれ ない、 非常に 結 

構な 事で はあろう が、 しかし それが カントに 気の毒な 

ような 気の する だけ は 確かで ある。 

私 はた だ 何とい う 理窟な しに ボ— ァの 内面 生活 を 想 

像して 羨ましく また ゆかしく 思って いた。 そして その 

ような 生活が い つまで も 妨げられずに 平静に 続いて 

行って、 その 行末 永い 途上に 美しい 研究の 花や 実 を 

もたら 

齎 す 事 を 期 望して いる。 

(大正 十二 年 一 月 『中央 公論』) 



して どうであろう。 もしも 時代と 場所が ちがって いて、 

人が 自分の 生命に 賭けても honour を 守る ような 場 

合で あつ たらこれ はた だで はすみ そう もない。 

こんな 事 を 考えて 暑い 日の 暑苦しい 心 持 を さらに 增 

したので あった。 

それから 四、 五日 経っての 事で ある。 私 は Z 町まで 

用が あって 日盛りの 時刻に 出掛けて 行った。 H 町で 

乗った 電車 は ほとんど がら 明きの ように 空いて いた。 

五十 銭 札 を 出して 往復 を 二 枚 買った。 そして パンチ を 

入れた 分 を 割き 取つ て 左手の 指先で つまんだ ままで 

乗って 行った。 乗って 行く うちに、 その 朝 やりかけて 



いた 仕事の つづき を 考え はじめて、 頭の 中 はやが て そ 

れで いっぱい になった。 そういう 時に 私の 悪い 癖で、 

何 かしら 手に 持って いるもの を 無意識に いじる、 この 

時 は 左の 手の指 先で 切符の 鋏 穴のと ころ を やはり 無意 

識に いじって いたので ある。 これ はどうい う 訳 だか 分 

らな いが、 例えば 盲人が 暗算 を やる 時に 無意識に 指先 

を ふるわして いると いくらか 似た 事 かもしれ ない。 

Z 町の 停留 場で 下りよう として 切符 を 渡す と、 それ 

を あらためた 車掌が、 さらにもう 一 つ パンチ を 入れて 

それと 見較べて 「これ はちが います、 私のより は 穴が 

大きい」 と 云った。 私 は 当惑した。 「でも、 さっき 君が 



+TI く HT1 く 

白墨で 腰掛の ような ところへ 何 か 書き止め ていた。 な 

かな か 忙しそう である。 私 は 少し 気の毒に なって 来た。 

警官 は 電車 を 待た さないた めに 車掌 の 姓名 を 自署 さ 

してす ぐに 帰した。 それから 私に 「貴方 御い そぎです 

か」 と 聞いた。 私 はこの 警官に 対して 何となく いい 感 

じ を 懐く と 同時に 自分の 軽率な 行為 を 恥じる 心が かな 

り 強く 起った。 

ここで 自白し なければ ならない 事 は、 私 等が 交番へ 

がまぐち 

はいると 同時に、 私 は 蟇 口の 中から 自分の 公用の 名刺 

を 出して 警官に 差 出した 事で ある。 事柄の 落着 を 出来 

る だけ 速やかに する に は その 方が いいと 思って した 事 



じ つ て 拡げる ような 悪い 癖のある 人に は 参考になる。 

同時に また 電気 局 や 車掌 達に とっても、 そういう 厄介 

な 癖 を 持 つ た 乗客が 存在す ると いう 事実 を 知らせる だ 

けの 役に は 立つ と 思う。 

せ つ ぜん 

ついでながら、 切り立ての 鋏 穴の 縁辺 は 截然と して 

かどだ も けばだ 

角立って いるが、 揉んで 拡がった 穴の 周囲 は 毛 端 立つ 

てあか ぁヌら あ ォ- 

て ぼやけ あるいは 捲 くれて、 多少の 手垢 や 脂汗に 汚 

れ ている。 それでも 多くの場合に 原形の 跡形 だけ は 止 

めて いる。 それでもし このように 揉んだ 痕跡が あって、 

しかも 穴の 大きさが 新しい 穴と 同じで あったら、 それ 

はかえ つ てもとの 穴が ちが つ た 鋏に よ つ て 穿 たれた も 



五 善行 日と 悪行 日 

ある 日 新聞 を 見て いると 妙な 広告が 眼に ついた。 

「サ ー モン デ—」 と 大きな 字で 印刷して ある。 何 かの 

説教で も あるかと 思って よく 見る と、 それ は Sermon 

かんづめ 

でなくて Salmon day であった。 鮭の 罐詰を 食う 日で、 

すなわち その 罐 詰の 広告の ような ものと 判断され た。 

そうして それが 当日 行われた いわゆる 「節約 デ ー」 に 

因んだ もの だとい う 事に 気が付いた。 

鮭と 節約との 関係 は 別問題と して、 私に はこの 「節 



約 デ—」 と いう 文字 自身が 何となく 妙な 感じ を 与えた _ 

その 感じ はちよ つと 簡単に 説明し 難い 種類の もので あ 

る。 それ はつ まりこれ から 以下に 私が 書こうと する 事 

を 煎じ つめたよ うな 妙な もので あつ た。 

歳のう ちの ある 特定の 日 を 限って 「節約 デ—」 を設 

ける という 事 は、 従来の 多くの 日に は 節約 をして いな 

いか、 もしくは 濫費 をして いたと いう 事で ある。 同じ 

ような 例 を 挙げる と、 年中 怠けてば かりい る 学生が、 

一年に 一日 「勉強 デ—」 を 設ける の や、 あるいは 平生 

悪い 事ば かりして いる 男が、 稀に 「善行 デ—」 を 設け 

るのと 同じような 事で、 それ も 一応 は 誠にい い 事 だと 



る。 正と 負の 両極の 間に 振動して いる。 

「善行 日」 ばかり を 奨励す るの も 考え物で は あるまい 

か。 少なくとも 「悪行 日」 を これと 並行 錯雑 させて 設 

けて みるの も 一 つの 案で は あるまい か。 昔の 為政家 は 

実際そう いう 事 をした ものの ように 見える。 

しかし 私の この 案 はや はり 賛成して くれる 人 はなさ 

そうで ある。 私の いうよう な 「悪行 日」 はだん だん 廃 

止される。 最近に はまた 勉強の 活 勢力 を 得る ための 潜 

勢力 を 養うべき 「怠け 日」 であった 暑中休暇 も 廃止 さ 

れる くらいで あるから。 

(大正 十 一 年 九月 『中央 公論』) 
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